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熊本県多良木町議会発行

平成３０年４月２６日

３月定例会議

２～３ … 当初・補正予算

４～５ … 主な事業

７～13 … 施政・一般質問７～13 … 施政・一般質問

町政を見つめる



生７千円・小学生５千円 生７千円・小学生５千円生７千円・小学生５千円 生７千円・小学生５千円生７千円・小学生５千円

たらぎ議会だより　第108号／２

当
初
・
補
正
予
算

予算66億9,200万円を可決
※主な30年度施策はＰ４・５へ

（千円切り捨て）

（千円切り捨て）

＊国民健康保険 （事業勘定） … 12億8,220万円

＊国民健康保険 （直診勘定） …………  798万円

＊久米財産区 ………………………… 1,040万円

＊下水道事業 …………………… ３億1,304万円

＊介 護 保 険 …………………… 14億9,959万円

＊後期高齢者医療 ……………… １億4,885万円

H30年度 特別会計予算

３
月
定
例
会
議
は
６
日
よ
り
16
日
ま
で
11
日
間
開
催
し
、
当
初
予
算
８
件
・
補
正
予
算

５
件
・
同
文
議
決
１
件
・
条
例
11
件
・
人
事
案
件
選
任
同
意
１
件
を
審
議
可
決
し
た
。

一
般
・
施
政
方
針
に
対
す
る
質
問
は
７
人
が
登
壇
し
町
長
・
執
行
部
の
考
え
を
質
し
た
。

■総 務 課

　・防災行政無線デジタル化整備事業
　　（調査・設計業務委託）

　・消防団拠点施設整備事業
　　（２分団１部・９分団１部）

　・旧高本宅（久米堂山）解体工事

■子ども対策課

　・放課後児童クラブ利用負担助成事業
　　（放課後等デイサービス併用児）

　・子ども家庭総合支援拠点事業

　・保育料軽減事業（Ｈ28年度より）

■企画観光課

　・農林商工祭事業

　・地方創生推進交付金事業

■農 林 課

　・広域農業法人組織経営安定化支援事業

　・鳥獣被害防止柵等補助事業

主 な も の

・・・・・・・・・・・・ 1,005万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3,200万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 220万円

・・・・・・・・・・・ 1,205万円

・・・・・・・・・・・・・・・・ 1,800万円
・・・・・・・・・・・・・・・ 2,763万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1,288万円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6,794万円

・・・・・・・・・・・ 300万円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 180万円



入学祝い金 中学 入学祝い金 中学 入学祝い金 中学 入学祝い金 中学 入学祝い金 中学 

平成30年度 当初 

たらぎ議会だより　第108号／３

当
初
・
補
正
予
算

H30年度 上水道事業会計予算

　平成29年度最終議会（３月29日）において歳入歳出それぞ

れ２億2,767万５千円を減額し64億6,477万２千円とした。

　減額の理由として歳入は交付率・補助率の変更等による交

付決定で歳出は事業実績に伴う清算や入札残・不用額の整理

によるものである。

平成29年度

一般会計補正

子育てに

二の矢

固定資産評価審査

委員会委員選任同意

　沖田貞美委員の任期満了

に伴い、元町職員を任期３

年で選任した。

田 中　　 雄  氏

歳 出 予 算 の 
■環境整備課

　・町道鬼山線道路整備事業

　・町道桑木丸線道路整備事業

　・町道百太郎土手線通学路安全対策事業

　・町道大久保線通学路安全対策事業

　・町道北部横断線他舗装補修事業

　・町道口の坪覚井線道路整備事業

　・町営口の坪団地整備事業

■教育委員会

　・外国語活動及び外国語研究事業

　・多良木町コミュニティ・スクール

　・調理器具更新

　・久米公民館外構工事

・・・・・・・・ 1,925万円

・・・・・・ 1,750万円

 1,750万円

・・・ 413万円

 1億2,510万円

・・ 1,550万円

・・・・・・・・ 4,150万円

 

・・・・・・ 30万円

・・・・ 42万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 389万円

・・・・・・・・・・・ 1,250万円

＊資本的

　　収入 …………… ２千円

　　支出 … １億2,972万円

＊収益的

　　収入 … １億7,710万円

　　支出 … １億7,581万円

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

（千円切り捨て）



たらぎ議会だより　第108号／４

主
な
事
業

たらぎ議会だより　第108号／４

３年目となる交付金事業で生サラダ

ドレッシング・米ブランド化等の６

つの事業の推進を目指します。 

災害時に下水道管路にあるマンホールの

上に簡易便座やパネル、テントで個室を

作り、トイレ機能を確保します。

各行政区が自主的に町づくりの推進の

ために活動する場合に、10万円を上限

に補助します。

中原地区の寺前集落道路拡幅等

工事です。

規事業等紹規事業等紹介規事業等紹規事業等紹介規事業等紹介
地方創生推進交付金事業

6,794万円

災害用マンホール

トイレ整備事業

590万円
多良木町地域活動支援事業

100万円

寺前地区集落道路整備事業

1,423万円



たらぎ議会だより　第108号／５

主
な
事
業

黒肥地小学校で外国とのオンライン

システムによる「生の英会話授業」

をします。

旧支援員の町営住宅を新たに

診療所として改築します。

平成30年度 新新平成30年度 新平成30年度 新

農業の生産向上・経営の安定化を目的に

上限50万円を補助します。

入学祝い金として小学生に５千円・

中学生に７千円を補助します。

オンライン英会話事業

84万円

槻木診療所移転改築事業

47万円

500万円

振興作物農業機械等

導入支援事業

小中入学祝い金助成事業

98万円



たらぎ議会だより　第108号／６

審
議
・
討
論

審 議 討 論

「町道上別府寺前線に関する決議」について「町道上別府寺前線に関する決議」について「町道上別府寺前線に関する決議」について

■賛成３・反対８（否決）

　反対討論　髙橋 裕子 議員
　　今回の意見書は道路法上、町としては当然のことと理解する。
　　この路線は久米全区長と1,300名余の「命の道路」の確保として県へ要望書を
　出し、それを受けた県が計画の変更をし、町と協議がなされての結果である。
　　県は町道と認定した錦湯前線の堂山橋の架け替え・中原地区の道路拡幅までをも工事するとい
　うことで進められ、町も今後は町道としての改良要望をしていくという説明を受けている。更に
　ここで、一部地域を指定しての意見書を出されることに関し、議会は町内全工事区間に於いての
　チェック機関として公平・平等を保ち審議すべきであり、この発議に反対する。

　賛成討論　源嶋 たまみ 議員
　　今回、町道に認定された「上別府寺前線」は発議にもあるように地域住民の重要な生活道路で
　ある。久米小学校には、バスが入れなく、歩道も幸野溝に乗った型であり、老朽化し非常に危険
　な状況である。県から町へと責任が移行した今、改良工事等を早めに進める必要があるのでこの
　発議に賛成する。

「保育所条例を廃止する条例を定める」ことについて

■賛成１０・反対１（可決）
　反対討論　久保田 武治 議員
　　町立保育所を経済性優先で、民間委託することには問題がある。社会福祉協議
　会が受け皿になることでよりましではあるが、少子化で保育所の未来が懸念され
　る中、公的保育所を廃止するべきではない。

「介護保険条例の一部を改正する条例を定める」ことについて

■賛成１０・反対１（可決）
　反対討論　久保田 武治 議員
　　介護保険料は、高齢で年金暮らしの人には大変な負担になっている。年金が減り、消費税増税
　も予定されている中で、６％もの引き上げは更にお年寄りの生活を苦しめることになり、認めら
　れない。

「一般住宅管理条例の一部を改正する条例を定める」ことについて

■賛成８・反対３（可決）
　反対討論　坂口 幸法 議員
　　槻木診療所の老朽化及び土砂災害警戒特別地域に位置し、早急な解決策が求められていること
　は理解するが、槻木地区説明会の中にも町営住宅の活用について、総合的な移住定住策を勘案し
　ながら議論はなされたのか疑問があり、また地区唯一の町営住宅を廃止することは地区振興・活
　性化のためにも整合性及び地域バランスが考慮されていないので反対する。

「平成30年度 一般会計予算」
■賛成１０・反対１（可決）
　反対討論　久保田 武治 議員
　　当初予算は、子育て支援策や農業機械等補助など評価すべき点もあるが、①介護保険料の引き
　上げ　②国民健康保険税緩和のための繰入金2,000万円を削除　③町立保育所の移管を見込んだ
　予算であることなど問題点があり認められない。

「平成30年度国民健康保険特別会計」（直診勘定）予算
■賛成９・反対２（可決）
　反対討論　坂口 幸法 議員
　　移設に反対であり、診療所予定施設改修設計業務委託料46万７千円の積算根拠の説明が不十分
　であり、関係各課との調整も図られていないため反対する。

可決

発議
否決
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たらぎ議会だより　第108号／７

施
政
方
針

質
問
「
地
域
固
有
の
可
能
性
を

探
る
」
作
業
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
の
か
。

答
弁
　

鳥
獣
害
駆
除
の
み
で
終

わ
っ
て
い
る
が
、
ジ
ビ
エ
料
理

・
な
め
し
皮
に
す
る
事
業
等
の

目
的
を
持
ち
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
導
入
と
い
う
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
。

質
問
　

町
民
の
自
ら
関
わ
る
町

づ
く
り
の
具
体
的
施
策
は
。

答
弁
　

30
年
度
よ
り
「
地
域
活

動
支
援
補
助
金
」
100
万
円
を
予

算
化
制
定
し
行
政
区
単
位
に
交

付
す
る
。
①
地
域
課
題
の
解
決

②
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性

化
　

③
地
域
の
特
性
・
魅
力
を

高
め
る
　

④
行
政
区
統
合
に
関

す
る
協
議
等
の
事
業
に
対
し
て

上
限
10
万
円
と
し
地
域
活
性
化

を
計
り
た
い
。

質
問　

「
農
業
機
械
等
導
入
補

助
」
の
概
要
は
。

答
弁
　

町
の
振
興
作
物
18
品
目

約
200

 

ha
作
付
け
し
て
い
る
が
、

高
齢
化
・
担
い
手
不
足
そ
し
て

離
農
等
の
問
題
を
か
か
え
、
ま

た
国
・
県
の
補
助
事
業
に
合
致

し
な
い
現
況
が
あ
る
。
高
額
の

機
械
導
入
が
厳
し
い
中
、
町
の

基
幹
的
な
作
物
を
振
興
す
る
た

め
上
限
50
万
円
を
補
助
す
る
。

質
問　

「
多
良
木
ブ
ラ
ン
ド
」

は
町
長
・
担
当
課
・
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
・
創
生
機
構
の
４
者
の

定
義
を
図
る
べ
き
で
は
。

町
長
　

「
田
ん
ぼ
の
チ
カ
ラ
研

究
会
」
で
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
指

導
を
受
け
て
す
で
に
１
年
や
っ

て
き
て
い
る
。
新
メ
ン
バ
ー
が

加
入
し
作
付
面
積
も
増
加
の
予

定
で
今
後
も
「
ブ
ラ
ン
ド
米
に

特
化
」
し
て
い
く
と
４
者
の
協

議
を
し
た
。

質
問
　

「
高
校
跡
地
利
活
用
」

の
担
当
課
は
ど
こ
か
、
ま
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
つ
く
る

べ
き
で
は
。

町
長　

現
在
、
関
係
課
す
べ
て

で
対
応
し
て
い
る
。
県
と
の
交

渉
が
は
っ
き
り
し
、
町
で
「
中

学
移
転
」
が
確
実
と
な
っ
た
時

点
で
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

具
体
的
に
し
た
い
。

質
問
　

「
子
育
て
３
点
セ
ッ
ト
」

に
「
入
学
祝
い
金
」
そ
の
後
の

施
策
は
。

答
弁
　

地
域
づ
く
り
の
一
環
と

し
て
庁
舎
全
体
で
考
え
て
行
く

べ
き
で
あ
る
。
子
供
の
成
長
に

伴
い
経
済
的
負
担
が
増
し
次
は

高
校
生
向
き
の
何
か
の
事
業
の

展
開
と
住
宅
施
策
は
移
住
定
住

に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

林
田　

俊
策 

議
員

坂口　幸法 議員（８ページ）

・槻木地区の振興策について

・観光客誘致について

 

中村　正德 議員（９ページ）

・多良木町行政改革大綱につ

　いて

 

髙橋　裕子 議員（10ページ）

・福祉事業に関すること

・地方創生事業に関すること

・施政方針について

 

源嶋たまみ 議員（11ページ）

・町民の声への対応について

 

山 中 　馨 議員（12ページ）

・川辺川土地改良事業組合解

　散後の球磨川以北の農業政

　策は

・くま川鉄道について

・地方創生について

久保田武治 議員（13ページ）

・小学校の英語授業導入につ

　いて

・国民健康保険について

・施政方針について

※施政方針については「広報

　たらぎ」４月号の２～５ペ

　ージをご覧ください。

その他の質問

７人が問う！

大きくなぁ～れ

ブランド化に向け整備された精米機

◎
施
政
方
針
に
つ
い
て



町
長
　

県
に
支
援
学
校
誘
致
の

正
式
文
書
は
提
出
し
て
い
な
い

が
、
県
南
の
拠
点
と
し
て
の
支

援
学
校
の
可
能
性
が
な
い
か
口

頭
で
尋
ね
て
い
る
。
県
か
ら
の

回
答
は
ま
だ
無
い
状
況
で
あ
る
。

町
長
　

中
学
校
の
老
朽
化
に
伴

い
、
移
転
問
題
に
つ
い
て
教
育

委
員
会
と
の
懇
談
で
高
校
施
設

利
用
の
話
を
し
、
教
育
長
と
の

相
談
や
教
育
部
局
で
国
の
補
助

金
が
利
用
で
き
れ
ば
有
利
で
は

と
の
協
議
が
あ
っ
た
。

質
問
　

こ
の
方
針
へ
の
教
育
長

の
関
わ
り
と
、
今
後
の
教
育
委

員
会
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。

町
長
　

教
育
長
と
は
一
貫
し
て

協
議
し
て
き
た
。

教
育
長
　

当
初
は
現
在
の
高
校

校
舎
を
改
修
し
、
そ
こ
に
移
転

す
る
こ
と
が
念
頭
に
あ
っ
た
が
、

補
助
金
の
関
係
で
新
築
案
が
有

利
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

たらぎ議会だより　第108号／８

一
般
質
問
・
施
政
方
針

質
問
　

昨
年
12
月
頃
に
は
中
学

校
改
築
移
転
の
方
向
性
は
決
定

さ
れ
て
い
た
と
思
う
が
、
役
場

内
協
議
過
程
は
。

坂
口　

幸
法 
議
員

支
援
学
校
高
等
部
の
移
転
併
用
案
は

正
式
な
誘
致
で
は
な
い

質
問
　

中
学
校
移
転
案
の
他
に
、

球
磨
支
援
学
校
高
等
部
の
移
転

併
用
案
が
検
討
・
協
議
中
と
の

こ
と
だ
が
、
具
体
的
な
内
容
と

今
後
は
。

事
業
　

②
「
た
ら
ぎ
大
地
」
法

人
支
援
　

③
入
学
祝
い
金
補
助

を
行
う
。

質
問
　

総
務
省
が
「
関
係
人
口

創
出
事
業
」
に
２
億
５
千
万
円

予
算
を
計
上
し
た
。
そ
こ
で
本

町
出
身
者
・
勤
務
経
験
者
・
ふ

る
さ
と
納
税
者
・
特
産
品
の
購

入
者
な
ど
関
わ
り
を
持
ち
応
援

し
て
く
れ
る
「
関
係
人
口
」
を

増
や
す
こ
と
が
重
要
で
は
。

町
長
　

提
案
を
積
極
的
に
受
け

止
め
て
、
調
査
を
行
い
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
く
。

 
◎
施
政
方
針
に
つ
い
て

質
問
　

施
政
方
針
は
前
年
度
の

検
証
・
評
価
に
立
っ
て
、
町
第

五
次
総
合
開
発
計
画
及
び
町
総

合
戦
略
に
そ
っ
た
方
針
と
思
わ

れ
る
が
、
新
規
事
業
に
対
す
る

具
体
的
な
政
策
は
。

町
長
　

住
民
自
治
活
性
化
の
た

め
に
、
①
地
域
活
動
支
援
補
助

て
は
、
町
部
局
の
工
程
表
を
見

据
え
て
検
討
す
る
。

質
問
　

民
間
の
「
高
校
活
性
化

協
議
会
」
と
の
意
見
交
換
会
で

の
内
容 

（
説
明
や
意
見
）
は
ど

う
だ
っ
た
の
か
。

町
長
　

２
回
開
催
し
た
。
中
学

校
移
転
を
軸
と
し
て
検
討
し
て

い
る
事
、
球
磨
支
援
学
校
の
高

等
部
の
移
転
を
要
望
し
て
い
る

旨
を
説
明
し
た
。
意
見
と
し
て

①
外
国
人
を
対
象
と
し
た
日
本

語
学
校
　

②
北
海
道
の
町
立
日

本
語
学
校
に
つ
い
て
の
調
査
　

③
住
民
対
象
の
説
明
会
の
開
催

等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

船出した「たらぎ大地」

中学移転の役場内協議は

教育長・部局との協議で

Ｑ

Ａ

ＱＡ

どうする？校舎移転



質
問
　

赤
字
額
は
11
月
末
、
２

千
200
万
円
で
あ
っ
た
が
、
年
度

末
の
赤
字
額
予
想
は
。

今
井
町
民
福
祉
課
長
　

29
年
度

決
算
見
込
み
は
、
支
出
額
が
約

６
千
526
万
円
、
収
入
の
入
館
料

等
が
約
２
千
244
万
円
で
、
差
し

引
き
４
千
282
万
円
を
一
般
財
源

か
ら
手
当
て
す
る
こ
と
を
見
込

ん
で
い
る
。

質
問
　

経
営
状
況
を
町
民
や
利

用
者
に
知
ら
せ
、
存
続
の
た
め 

「
え
び
す
の
湯
の
在
り
方
を
検

討
す
る
会
」
を
立
ち
上
げ
る
べ

き
で
は
。

今
井
町
民
福
祉
課
長
　

庁
舎
内

で
は
「
え
び
す
の
湯
の
在
り
方

に
関
す
る
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
」
を
立
ち
上
げ
た
。
30

年
度
は
「
え
び
す
の
湯
」
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
経

営
改
善
に
つ
な
げ
た
い
。

町
長
　

４
千
282
万
円
の
赤
字
に

び
っ
く
り
し
て
い
る
。
今
後
は
、

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
と
意
見
を
聴

取
す
る
場
を
設
け
た
い
。

たらぎ議会だより　第108号／９

一
般
質
問

質
問
　

中
山
運
動
広
場
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
は
、
現
在
余
り
使
用
さ

れ
て
い
な
い
。
地
域
区
長 

（
９

名
）
よ
り
駐
車
場
へ
の
要
望
書

が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
今
議
会

に
於
い
て
撤
去
費
用
は
可
決
さ

れ
た
が
、
駐
車
場
整
備
に
つ
い

て
は
予
算
化
さ
れ
て
い
な
い
。

早
急
な
整
備
は
で
き
な
い
か
。

松
本
総
務
課
長
　

要
望
を
受
け

て
今
議
会
の
中
で
、
駐
車
場
と

し
て
利
用
で
き
る
よ
う
撤
去
費

等
を
計
上
し
て
い
る
。

質
問
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
陥
没

箇
所
が
あ
る
が
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
・
野
球

等
に
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、

職
員
に
よ
る
補
修
で
な
く
本
格

的
な
整
地
整
備
は
で
き
な
い
か
。

松
本
総
務
課
長
　

職
員
に
よ
る

整
備
を
し
た
が
、
本
年
度
も
簡

易
な
整
備
で
様
子
を
見
て
、
大

規
模
な
改
修
が
必
要
で
あ
る
な

ら
ば
調
査
の
上
、
予
算
を
計
上

し
た
い
。

中
村　

正
德 

議
員

文
化
振
興
を
図
る
べ
き
で
は

十
分
な
検
討
を

質
問　

文
化
振
興
の
課
題
と
し

て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維

持
、
発
展
を
図
り
生
涯
学
習
の

振
興
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
と

問
題
提
起
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

事
か
ら
公
民
館
長
・
社
会
教
育

主
事
を
配
置
し
た
社
会
教
育
課
、

ま
た
は
生
涯
学
習
課
の
創
設
を

行
い
、
こ
の
事
業
を
遂
行
す
る

た
め
の
拠
点
施
設
（
仮
称
、
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）
を
整
備
し
、

文
化
振
興
を
図
る
べ
き
で
は
。

町
長
　

課
長
会
で
課
の
設
置
条

例
見
直
し
の
協
議
が
あ
り
、
全

体
的
な
見
直
し
の
中
で
、
町
長

部
局
・
教
育
部
局
と
協
議
し
た

い
。
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
時
間
を
い
た
だ
き
、
検

討
し
た
い
。

赤字にびっくり

Ｑ

Ａ

「えびすの湯」の

経営は

赤字にびっくり

ＱＡ

中山運動広場の

整備は

予算を計上

Ｑ

Ａ

利用が少ないテニスコート



たらぎ議会だより　第108号／10

一
般
質
問

質
問
　

教
育
委
員
会
で
２
月
22

日
に
初
め
て
基
本
方
針
が
審
議

提
案
さ
れ
「
町
の
学
校
施
設
は

教
育
委
員
会
の
職
務
権
限
で
あ

り
、
委
員
会
で
方
向
の
決
定
を

し
、
県
と
交
渉
を
し
て
い
く
」

そ
し
て
移
転
に
伴
う
具
体
的
案

件
は
「
中
学
校
施
設
は
多
良
木

高
校
敷
地
の
一
部
に
新
校
舎
を

建
設
し
移
転
す
る
方
向
で
取
り

組
む
・
保
護
者
や
関
係
者
に
対

し
、
情
報
提
供
や
丁
寧
な
説
明

・
県
や
関
係
部
署
と
の
十
分
な

協
議
を
行
い
、
健
康
的
か
つ
安

全
で
豊
か
な
施
設
環
境
の
確
保

を
図
る
」
と
い
う
こ
と
が
承
認

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
審
議
は

「
中
学
校
の
み
高
校
敷
地
に
移

転
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
の
承

認
と
な
る
が
間
違
い
な
い
か
。

大
石
教
育
振
興
課
長
　

そ
の
通

り
、
中
学
校
施
設
に
関
す
る
基

本
方
針
を
決
定
し
た
。

質
問
　

教
育
委
員
会
に
「
決
定

し
た
」
と
い
う
事
実
が
あ
る
中
、

ど
う
い
う
進
め
方
を
想
定
さ
れ

て
い
る
の
か
。

大
石
教
育
振
興
課
長
　

基
本
方

針
に
基
づ
き
、
ま
ず
は
関
係
者

へ
の
説
明
・
校
舎
の
耐
力
度
調

査
等
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問 　
「
高
校
跡
地
へ
の
中
学

校
校
舎
移
転
要
望
」
は
ど
こ
で

協
議
さ
れ
た
の
か
。
ま
た
教
育

委
員
会
で
の
協
議
は
さ
れ
た
の

か
。

町
長
　

こ
れ
ま
で
も
中
学
校
校

舎
の
老
朽
化
の
検
討
が
な
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
執
行

部
内
で
検
討
し
、
結
果
を
教
育

委
員
会
へ
伝
え
た
。

教
育
長
　

町
長
部
局
と
正
式
な

協
議
は
な
か
っ
た
。

質
問
　

県
へ
は
、
町
長
の
口
頭

の
み
で
の
要
望
と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
間
違
い
な
い
か
。

町
長
　

執
行
部
内
で
の
検
討
結

果
を
教
育
委
員
会
に
伝
え
た
後
、

県
の
担
当
部
局
と
の
話
し
合
い

の
中
で
提
案
し
た
。

質
問 　
「
県
立
支
援
学
校
高
等

部
の
移
転
」
は
、
口
頭
の
み
の

話
し
合
い
で
あ
り
、
確
実
で
は

な
い
、
決
定
は
う
け
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
で
間
違
い
な
い
か
。

町
長
　

そ
の
通
り
。
県
と
の
話

し
合
い
の
中
で
こ
ち
ら
か
ら
要

請
を
し
て
い
る
。
正
確
な
承
認

は
県
議
会
の
判
断
・
正
式
文
章

を
出
す
に
は
町
議
会
の
承
認
が

必
要
で
あ
る
。

質
問 　
「
確
か
な
財
政
的
な
裏

付
け
を
持
つ
責
任
あ
る
具
体
的

な
提
案
」
と
い
う
こ
と
を
言
っ

て
お
ら
れ
、
10
年
後
の
生
徒
数

の
規
模
も
出
生
数
か
ら
見
て
認

識
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
支

援
学
校
も
絶
対
数
が
減
少
し
て

い
く
中
、
現
在
の
２
倍
３
倍
に

は
な
り
え
な
い
。
実
際
、
今
年

度
入
学
者
数
は
定
員
の
約
半
分

で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
支
援
学

校
高
等
部
の
移
転
の
効
果
・
有

益
性
を
意
識
さ
れ
た
考
え
て
進

め
ら
れ
て
行
く
こ
と
を
危
惧
す

る
が
ど
う
お
考
え
か
。

町
長
　

分
析
し
な
い
と
分
か
ら

な
い
部
分
も
あ
る
と
思
う
の
で
、

県
と
も
話
し
合
い
な
が
ら
、
よ

り
子
ど
も
達
が
た
く
さ
ん
集
ま

る
よ
う
な
形
で
の
誘
致
が
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

質
問
　

そ
う
い
う
中
で
も
「
中

学
校
移
転
計
画
」
を
進
め
て
い

く
覚
悟
を
お
持
ち
な
の
か
。

町
長
　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
中
で 

 

「
半
年
後
に
は
一
定
の
方
向
を

示
す
」
と
言
い
、
議
会
の
質
問

に
お
い
て
は
「
中
学
校
の
移
転

を
軸
に
考
え
た
い
」
と
答
え
、

教
育
委
員
会
で
も
「
新
築
移
転

の
決
定
」
と
い
う
こ
と
を
踏
ま

え
、
そ
の
方
向
に
向
か
っ
て
努

力
し
た
い
。

質
問
　

中
学
校
校
舎
移
転
を
し

な
い
場
合
の
考
え
は
お
持
ち
か
。

町
長
　

県
か
ら
移
転
は
で
き
な

い
と
言
わ
れ
た
場
合
、
し
ば
ら

く
交
渉
が
続
く
と
思
う
。
や
む

を
得
ず
現
在
地
に
建
て
替
え
と

い
う
選
択
肢
も
な
い
こ
と
は
な

い
と
思
っ
て
い
る
。

髙
橋　

裕
子 
議
員

中学校校舎の移転は

口頭のみでの要望

Ｑ

Ａ

校舎移転の要望は…



ＱＡ

質
問
　

防
災
セ
ン
タ
ー
の
必
要

性
は
ど
の
様
に
考
え
て
い
る
か
。

今
後
の
計
画
は
。

松
本
総
務
課
長
　

庁
舎
内
の
庁

議
室
を
セ
ン
タ
ー
指
導
所
と
位

置
づ
け
、
情
報
共
有
が
図
れ
る

よ
う
に
、
必
要
品
を
隣
の
倉
庫

に
備
え
た
。
セ
ン
タ
ー
建
設
に

つ
い
て
は
、
将
来
を
見
越
し
て

慎
重
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。
大
規
模
地
震
発

生
時
に
行
政
の
業
務
・
避
難
場

・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
等
複
合

施
設
と
し
て
は
ど
う
か
と
い
う

新
た
な
検
討
材
料
も
出
て
き
て

い
る
の
で
今
後
、
多
方
面
か
ら

検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
地

区
消
防
団
と
も
連
携
し
、
自
主

防
災
組
織
の
構
築
と
住
民
の
意

識
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

たらぎ議会だより　第108号／11

一
般
質
問

質
問
　

小
中
学
校
部
活
動
の
社

会
体
育
へ
の
移
行
は
。

大
石
教
育
振
興
課
長
　

小
学
校

に
つ
い
て
は
、
社
会
体
育
移
行

検
討
委
員
会
を
設
置
し
て
協
議

を
行
っ
て
お
り
、
あ
い
あ
い
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
へ
の
移
行
・
指

導
体
制
・
保
護
者
の
費
用
負
担

・
夜
間
の
送
迎
等
の
課
題
を
今

年
一
年
間
取
り
組
ん
で
い
く
。

中
学
校
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
同
様
に
学
校
の
運
動
部
活
動

と
し
て
実
施
す
る
と
い
う
事
に

な
っ
て
い
る
が
、
活
動
時
間
や

休
養
日
等
に
つ
い
て
は
適
切
な

運
用
に
向
け
て
今
後
検
討
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。

質
問
　

町
の
奨
学
金
制
度
で
、

帰
郷
し
た
ら
返
済
免
除
等
に
す

る
と
い
う
施
策
は
考
え
ら
れ
な

い
か
。

大
石
教
育
振
興
課
長
　

本
町
の

奨
学
金
制
度
は
、
貸
与
型
と
な

っ
て
い
る
。

町
長
　

公
立
病
院
で
は
医
師
に

な
り
本
町
に
残
っ
て
い
た
だ
く

と
い
う
事
で
の
給
付
型
の
助
成

金
が
あ
る
。
成
果
に
つ
な
が
る

と
思
う
の
で
町
で
も
協
議
し
て

い
き
た
い
。

社
会
体
育
へ
の
移
行
は

課
題
解
決
に
向
け
検
討

英
語
教
育
の
体
制
は

先
生
の
指
導
力
を
つ
け
て

給
付
型
の
奨
学
金
は

協
議
を
し
た
い

防災センターの計画は

検討課題として

質
問
　

英
語
教
育
に
つ
い
て
今

後
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
育
成
を

す
べ
き
と
考
え
る
。
そ
こ
で
指

定
校
が
「
黒
肥
地
小
」
だ
が
具

体
的
に
は
ど
の
様
な
授
業
体
制

に
な
る
の
か
。

教
育
長
　

平
成
32
年
よ
り
小
学

三
年
生
か
ら
英
語
活
動
に
取
り

組
む
。
そ
の
為
に
は
ま
ず
先
生

方
の
指
導
力
を
つ
け
て
い
く
必

要
が
あ
る
の
で
、
県
の
指
導
主

事
に
具
体
的
な
授
業
展
開
例
等

を
指
導
し
て
頂
い
て
い
る
。
来

年
度
は
パ
ソ
コ
ン
を
使
い
遠
隔

地
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
の
講
師
と

の
英
会
話
等
を
導
入
。
黒
肥
地

小
の
状
況
を
見
て
、
多
良
木
小

・
久
米
小
に
も
広
げ
て
い
き
た

い
。

配布される防災グッズ

オンライン英会話

Ｑ

Ａ

ＱＡ

ＱＡ

源
嶋
た
ま
み 

議
員



質
問
　

中
学
校
移
転
の
理
由
の

説
明
の
中
に
、
現
在
あ
る
中
学

校
の
場
所
は
防
災
上
危
険
で
あ

る
の
で
、
高
校
跡
地
に
新
築
移

転
す
る
と
の
構
想
だ
が
、
今
あ

る
場
所
に
中
学
校
を
新
築
し
下

鶴
・
牛
島
地
区
の
避
難
場
所
を

兼
ね
た
建
物
に
す
べ
き
で
は
。

町
長
　

現
在
地
を
嵩
上
げ
し
、

中
学
校
を
新
築
し
、
下
鶴
・
牛

島
地
区
の
避
難
場
所
に
す
る
案

も
考
え
ら
れ
る
が
、
将
来
的
に

たらぎ議会だより　第108号／12

一
般
質
問
・
施
政
方
針

山  
中  　
馨 
議
員

中学校移転の目的は

実を取るか名を取るか

下
鶴
・
牛
島
地
区
の
避
難
場
所
建
設
は

町
の
計
画
の
中
で

質
問
　

高
校
跡
地
利
活
用
は
町

民
に
何
の
説
明
も
無
い
ま
ま
で
、

中
学
校
移
転
あ
り
き
で
進
め
て

い
る
が
、
目
的
は
閉
校
に
よ
る

経
済
的
損
失
を
ど
う
回
復
さ
せ

る
か
に
あ
っ
た
と
思
う
。
中
学

校
の
移
転
で
そ
の
目
的
が
果
た

せ
る
の
か
。

町
長
　

跡
地
利
活
用
の
目
的
に

は
色
々
な
考
え
方
が
あ
る
。
経

済
的
な
損
失
の
回
復
も
目
的
の

一
つ
で
あ
り
、
閉
校
に
よ
る
喪

失
感
を
埋
め
る
為
の
考
え
も
あ

る
と
思
う
。
そ
の
両
方
を
満
た

す
の
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い

が
議
会
と
町
民
の
理
解
と
協
力

に
よ
り
目
的
を
果
た
し
た
い
。

れ
て
い
る
。
こ
の
面
積
は
29
年

度
よ
り
29

 

ha
ほ
ど
増
え
て
い
る
。

米
の
直
接
支
払
い
交
付
金
10a
当

た
り
７
千
500
円
は
廃
止
さ
れ
る

が
、
そ
の
他
の
交
付
金
は
大
き

く
変
わ
る
事
は
無
い
の
で
本
町

で
の
水
稲
の
作
付
状
況
が
変
わ

る
事
は
無
い
と
判
断
し
て
い
る
。

質
問
　

30
年
産
米
以
降
は
行
政

か
ら
の
生
産
数
量
目
標
の
配
分

は
廃
止
さ
れ
、
産
地
に
お
い
て

需
要
に
応
じ
た
生
産
が
出
来
る

事
に
な
る
。
町
の
30
年
産
米
の

生
産
数
量
目
標
は
ど
の
様
に
し

て
決
定
さ
れ
た
の
か
。

町
長
　

30
年
産
米
の
作
付
け
目

安
は
県
農
業
再
生
協
議
会
か
ら

本
町
に
は
674

 

ha
の
目
安
が
示
さ

浸水が不安視される下鶴・牛島地区

は
町
の
計
画
の
中
で
避
難
場
所

の
み
建
設
し
た
方
が
規
模
的
に

縮
小
で
き
る
。
嵩
上
げ
し
避
難

場
所
を
兼
ね
た
施
設
と
し
て
も

建
設
出
来
る
と
考
え
ら
れ
る
。 水稲の作付け状況は？

Ｑ

Ａ

ＱＡ
◎
施
政
方
針
に
つ
い
て
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一
般
質
問

質
問
　

高
校
施
設
の
利
活
用
問

題
に
つ
い
て
は
、「
町
か
ら
の
情

報
が
見
え
な
い
、
聞
こ
え
な
い
」

と
の
声
が
多
く
の
町
民
か
ら
出

て
い
る
。
経
過
や
計
画
を
含
め

て
町
民
へ
の
説
明
責
任
を
ど
の

よ
う
に
果
た
さ
れ
る
の
か
。

町
長
　

説
明
材
料
が
そ
ろ
っ
た

段
階
で
、
時
機
を
見
て
説
明
会

を
開
く
。

質
問
　

今
回
、
中
学
校
校
舎
の

設
計
業
務
と
多
良
木
高
校
の
地

質
調
査
の
予
算
９
千
700
万
円
を

削
除
さ
れ
た
が
、
中
学
校
の
耐

力
度
調
査
の
結
果
い
か
ん
で
は
、

新
築
移
転
の
方
針
は
変
わ
る
の

か
。
時
期
の
延
長
や
白
紙
に
な

る
こ
と
は
あ
る
の
か
。

町
長
　

耐
力
度
調
査
の
結
果
が

出
た
時
点
で
判
断
し
た
い
。

質
問
　

昨
年
６
月
議
会
で
の
質

問
で
、
多
中
教
員
の
４
人
に
１

人
が
過
労
死
ラ
イ
ン
に
近
い
週

60
時
間
を
超
え
、
そ
の
最
大
の

原
因
が
部
活
動
に
あ
る
と
の
答

弁
だ
っ
た
。
部
活
動
に
か
か
る

長
時
間
勤
務
の
改
善
策
を
ど
の

よ
う
に
お
考
え
か
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教
育
長
　

週
一
回
休
む
・
複
数

顧
問
制
に
し
て
交
代
で
担
当
す

久
保
田 

武
治 

議
員

質
問
　

今
議
会
で
、
介
護
保
険

料
平
均
月
額
６
千
200
円
か
ら
400

円
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
12
月
議

会
で
町
の
予
算
を
入
れ
て
保
険

料
の
値
上
げ
を
避
け
る
よ
う
に

提
案
し
た
が
、
ど
の
よ
う
に
検

討
さ
れ
て
今
回
の
引
き
上
げ
に

な
っ
た
の
か
。

町
長
　

介
護
保
険
料
が
国
保
同

様
に
所
得
が
少
な
い
人
に
も
か

か
る
と
い
う
こ
と
で
担
当
課
と

何
回
も
協
議
し
た
が
、
結
果
的

に
引
き
上
げ
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
。

東
健
康
・
保
険
課
長
　

会
計
検

査
院
の
報
告
で
は
、
介
護
保
険

会
計
に
町
の
財
源
を
充
て
る
の

は
費
用
負
担
の
公
平
性
を
損
な

う
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
適
当
で

は
な
い
旨
の
指
摘
が
あ
っ
て
い

る
。

質
問
　

本
町
で
は
、
平
成
20
年

度
に
介
護
保
険
料
の
減
免
制
度

が
作
ら
れ
て
い
る
が
、
低
所
得

を
理
由
に
適
用
さ
れ
た
例
が
な

い
。
低
所
得
者
が
利
用
で
き
る

制
度
に
作
り
直
し
、
周
知
さ
せ

利
用
を
図
る
べ
き
で
は
。

東
健
康
・
保
険
課
長
　

指
摘
の

よ
う
に
、
所
得
に
よ
る
減
免
に

つ
い
て
は
適
用
し
に
く
い
要
綱

な
の
で
今
後
の
検
討
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。

町
長
　

減
免
に
関
し
て
は
、
再

考
も
含
め
て
町
民
に
周
知
し
て

い
き
た
い
。

中
学
教
員
の
部
活
動
勤
務
の
改
善
策
は

保
護
者

・
教
員
の
意
識
改
革
を

る
・
外
部
コ
ー
チ
を
増
や
す
等

方
法
は
あ
る
。
根
本
的
な
改
革

で
一
番
重
要
な
こ
と
は
保
護
者

・
教
員
の
部
活
に
対
す
る
意
識

の
変
革
で
あ
る
。
義
務
教
育
に

お
け
る
部
活
動
は
教
育
ス
ポ
ー

ツ
で
あ
り
、
部
活
を
通
し
て
心

や
体
力
を
育
て
る
こ
と
を
重
点

に
置
い
た
意
識
改
革
に
取
り
組

む
。

多中教員の部活動拘束時間（平均と最多者）
H29年4月～Ｈ30年2月

◆20人（部長：13人・副部長：7人）

最多者

平　日 土曜日 日曜日

2時間15分

（6月）

15時間00分

（大会引率）

12時間30分

（大会引率）

教 員

平　均

平　日 土曜日 日曜日

約1時間24分 約4時間55分 約5時間15分

教 員

ＱＡ

介
護
保
険
の
減
免
制
度
利
用
の
改
善
を

今
後
の
検
討
が
必
要

ＱＡ

多高施設利活用の
説明責任は

時機を見て開く

Ｑ

Ａ
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研
修
報
告

● ● ●   研  修  報  告   ● ● ●

■平成30年２月５日（月）　あさぎり町「ポッポー館」

　◇演題：「質問力で高める議員力・議会力」

　◇講師：龍谷大学政策学部教授　土 山  希美枝 氏

　議会が担う役割、わが町の政策制度をよりよいものにしていくために議員の知見と活動の集

約の場である議会での「質問力」とはどういうことであるのか。

　また、一般質問が機能を発揮する為の課題として、現状の事実確認・分析・主張・提案への

もっていき方等、有意義な質問をする為に大変勉強になる研修であった。

上球磨町村議員研修

■平成30年２月23日（金）　人吉市「アンジェリーク平安」

　◇演題：「町村防災とは？　熊本地震の教訓とともに」

　◇講師：熊本県知事公室　危機管理防災課

　　　　　　危機管理防災企画監　有   浦  　 隆 氏

　今回の研修は、議員・町村執行部ら約150名出席のもと、「地域の

特性を知って防災対策を」とのことであった。

　人吉球磨は、大雨や洪水、土砂災害警戒情報が多く発令される地域なので、予防的避難の重

要性が示された。

　自助・共助と日頃の備え「うちは大丈夫」という思い込み、他人事という感覚をやめて各地

域の自主防災組織のもと、緊急時の持出品、危険個所の確認等、平常時より防災研修を行い、

自覚をもって取り組む事が重要だと感じた。

球磨郡町村議会議員研修

■平成30年２月19日（月）上益城郡甲佐町（参加者：町執行部と教育委員・議員24名）

　今回の研修は、高校利活用の目的の一つとして挙げられている支援学校併設の現状を視察す

る事であった。

　甲佐高校は大正８年、高等女学校として開設。昭和23年に男女共学の県立高校となり、現在、

普通科・福祉教養・ビジネス情報科があり、新入生は34名で小規模な高校である。上益城分教

室は、地域に特別支援学校のない生徒が地元で学べるようにと、平成23年に開設、現在同一敷

地内に設置されており、学校行事や共同学習の場において、年に数回交流を図っている。

　メリットとしては、共に学ぶことでの協調・協同・職員同士の“共育”・思いやりや助け合う社

会を形成していくという気持ちを育む機会を得られる。また、支援教室も社会性・やる気の高

まり・深い理解を得られやすく、配慮事項として、行事・学習活動での施設設備使用に関する

調整があげられた。

県立甲佐高等学校・松橋西支援学校高等部上益城分教室

視　察　研　修
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議
会
報
告

どうなっているの？　地方創生事業報告会

報告会あり ……… 平成30年３月20日　場所：多目的研修センターにて

　　　　　　　　　出席メンバーは、アドバイザー・まちづくり推進委員会・総合戦略推進委

　　　　　　　　　員会・しごと創生機構・担当課・地域おこし協力隊員・議員

報告を受けて …… ★生サラダドレッシング事業は宮ケ野小学校内に工場が完成し、高知市の

　　　　　　　　　　グラッツェミーレ社協力のもとでのスタートとなる。

　　　　　　　　　　４月からえびす物産館にて販売を開始。今後はＪＡとも連携しながら材

　　　　　　　　　　料の調達をして行く。

　　　　　　　　　★米ブランド化事業は「田んぼのチカラ」研究会の「こめたらぎ」の販売

　　　　　　　　　　と機械導入による低温精米の精米所が動き出した。今後は成長分野の業

　　　　　　　　　　務米も推進したい。

　　　　　　　　　★地域資源活用事業の薪は「丸太買うばいプロジェックト」をスタートす

　　　　　　　　　　る計画。

　　　　　　　　　★地域ブランディング事業は「たらぎビジネスデザインキャンプ」・情報

　　　　　　　　　　サイト「たらぎたらりら」を地元メディア「ジモコロ」へ記事掲載・ク

　　　　　　　　　　ラウドファンディングの開催で日本一の椎茸直送「たぁ坊直送便」と色

　　　　　　　　　　が変わる焼酎「ＴＡＲＡＧＩブルー」を作りたい等々、これまでの事業

　　　　　　　　　　の展開や推進の形が見えてきたように感じられた。

質問は …………… 事業の展開を主に、運営の方向・販路等、まだきちんとした実績がだせて

　　　　　　　　　いない部分への質問が相次いだ。

　平成30年２月６日、一日限りで開催され、平成29年度一般会計補正予算の審議採決があり、

既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ8,395万円を追加し、予算の総額を67億9,421万

円とすることを全員一致で可決した。

平成29年度 第６回町議会（２月会議）

　３月15日、議会の一般質問に多良木高校２年生が午前・午後に分けての傍聴を。

皆さんの真剣な視線を浴び、議場も更に緊張の空気でいっぱいに……

　表紙をもう一度ご覧ください！

多高生の傍聴！　議会もピリッと

　Ｈ30年しごと創生機構に対する当初予算と事業内容報告の説明を受けた。

　今後議会としては事業報告説明を踏まえ「地方創生事業」に対する議会としての事業検証と

所感をまとめあげ提出することとした。

議会活性化特別委員会を開催

  ・ ・・ ・ ・　今、 議会は　・　今、 議会は　・ ・・ ・ ・・ ・・ ・ ・　今、 議会は　・　今、 議会は　・ ・・ ・ ・・ ・ ・　今、 議会は　・ ・ ・



　

我
が
町
も
桜
が
満
開
で
あ
る
。

　

本
町
の
平
成
30
年
度
当
初
予
算 

「
約

67
億
円
」
が
無
事
承
認
可
決
し
た
が
、

一
部
中
学
校
移
転
に
伴
う
委
託
料
予
算

（
９
千
700
万
円
）
の
取
り
下
げ
が
あ
り
、

国
会
も
森
友
学
園
の
「
公
文
書
書
き
替

え
」
問
題
で
大
い
に
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

ま
だ
早
い
が
、
本
年
度
の
流
行
語
大
賞

は
国
の
方
は
「
書
き
替
え
」
、
本
町
は

 

「
取
り
下
げ
」
で
決
ま
り
か
も
し
れ
な

い
。
良
く
問
題
の
本
質
を
整
理
し
て
見

る
と
政
府
の
「
お
ご
り
」
、
本
町
執
行
部

の
「
お
ご
り
」
。
お
ご
り
を
辞
典
を
め

く
っ
て
見
る
と
「
わ
が
ま
ま
な
ふ
る
ま

い
」
と
書
い
て
あ
る
。
又
「
町
長
部
局
」

 

「
教
育
部
局
」
と
の
協
議
不
足
が
露
呈

し
た
感
じ
だ
が
、
両
部
局
は
ど
う
だ
っ

た
の
か
？
こ
の
問
題
「
中
学
校
移
転
」

 

「
高
校
利
活
用
」
は
本
町
の
未
来
が
か

か
っ
て
い
る
。
町
民
の
皆
さ
ん
に
真
摯

に
説
明
を
し
両
部
局
が
し
っ
か
り
と
協

議
を
し
、
協
議
不
足
に
な
ら
な
い
様
に

と
お
願
い
し
た
い
と
思
う
。

　

い
よ
い
よ
四
月
か
ら
新
年
度
が
始
ま

る
が
ま
ず
は
、
町
民
各
位
健
康
第
一
に
。
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多良男

球磨雄

高校のあとはどぎゃんなっとな

そらそぎゃんたいナ。子供たちに

とっちゃー教育環境は良かろー。

まだまだ今からせんばん事の

いっぱい、あっとやろナー？

「高校のあとはどぎゃんなっとな？」

町長が中学校ば高校に移すて聞いたと

ばってん、どぎゃんなっとっとナー？

えーそら、いよいよばいナ。

今からどぎゃんすっと？

そんならテストが終わらんば次に進まんとたいナ。

そいから・・・？

そらなんな？

そらー早よー終わらせんば進まんタイ。

県はどぎゃん考えとっとやろか？

一緒にナ。んーじゃなからんば、あぎゃん広か

土地ば多良木だけで管理すっとは大変じゃろし、

そもそも県の土地じゃっでナー。

あそこん土地は県のもんじゃっで、議会は

まず「県が高校ば無くしたっじゃっで県の

責任でちゃんとせんばん」て考えとっとげナ。

あーそらな町長は去年の９月に中学校ば移すていう

案ば出して２月にゃ教育委員会も正式にその方針で

「良か」てなったとバイ。

まずは、今中学校の建っとる建物の

「耐力度テスト」ていうとばすっとタイ。

こん建物のテストばして、どんくらいの点数かで

「補助」の金額やらが決まるげなタイ。

こいからＰＴＡやら町民に説明して、正式に県やら

議会との協議に入っていくとじゃろナ。

県はあとに城南地区の拠点のひとつとなる県の

支援学校高等部ば一緒んとこに、どぎゃんじゃ

ろかて町に伝えてあるごたるバイ。

じゃったい、そいからでなからんば、地質の調査やらひとん

土地に勝手に設計図ば書くわけにはいかんもんナ。

良かろー。セミナーハウスやらもあっで将来の事ば

見据えて考えてやってもらわんばんよナ。

じゃろー、町民にも説明して貰わんばんナ。そして多良

木の議会でそいで良かろーて決めたとしても最終的に県

でも決めてもらわんばんし色 こ々いからたい。

ｱｱｱｱｱｱｱｱｱｲ
　　　　　　　ﾁﾂゃんなっとな　　　　　　　　　　　　

春爛漫！
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